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藤村郁雄ネ

fet，しがき

はさきに硯(すずり)の しの用例のもとに澗穴の成因を述べた{ 39号)0 こ

こで誌それを

。いわゆ る ワ ン カ ッ プ 1個(国 1) 0 

2) カップの葦に吸入管(詮付き)2本 P及びP'¥ 流出管 1本 Qを差し込む(国 2) 0 P及び、P'は

じ太さのストロー(ピニール)で、栓は丸箸の先端を切って差し込む。 QはP‘P'よりも一段と締

いストローでその をパラフィン めそれに針穴 針穴は開放して栓はしな U、。

国 1 ワンカップ

~ 2 実験方法

フタ+

→7m:m←ウ7蹴 令 今417S

図 2 欝に駿入管、流出管を取り付けた状

吸入管 (P、P， )には木栓を準備、流出管(Q )は

パラフインで期め針穴を通す。何れもビニールストロー O

1) 先ずPも P' の栓を抜いて装霞を水に漬け、カップもストローも水を満たして水中で栓をする O

このとき水から装置(蓋をして)を取り上げても Qから水は洩らなし ¥0

2) 図 8のように装置を傾ける O このとき P及びP' の口がカップの後方上面よりも少し低くする O

3) 最初に PI の栓を抜くと、少時してQから水が滴下し、 P' の飽端(水中)からは気泡が 1個

ずつ出て来てカップの上面(天井裏)

である(国 4) 0 

い上り、後方上端に濯って をつくる O の床は水平

り今度は、先ず PI を前のように閉じ(栓をし)て、立からの流出が止まってから Pの栓を抜く、

本 山澱候所長
1 



間 3 p 、 P'に詮をした状態およびその

Qから水の滴下はない

認ヰ

をつくる o Qから滴下

図 5
水

Qからは

した校態およぴその

入するのは PとP'の何 で、 f患は単に明 "してレべんを下げていく O

つμ



すると矢張 9少時して先刻の P' の場合と間接に Pの能端から気指が 1

9苧容に入って併合され同時に Qからは滴下が起こる O

つ出ては し、上が

5) 上記引のま込で更に PI の栓も抜くもこのとき P及びP，の何れ

られも地方の吸入管はた':::"連通管"となって水面が抵下していく(

からだけ水中へ気泡が

5 ) 0 

P破持に伴なっているもの

じたものと

は日

5) 

'になっていると

で、監孔

の大きな と克なされる O

って容で をつくる。 は床を

の上手洞が形成されていく について し

の下端部で、もしQ流出があったとしても、それが

かの関与子けはつかないであろう、即ち Qは子し口とならない。

の怒孔がついているのは.溶岩樹型が実験で見た吸入管の役割りを

に 2本の思乳がすーっているのは、一方が P破砕口となり、他方

れる O

で小丘となりその中央で関口しているのは が立木を

したとき溶融溶岩が幹を間んで盛り上がり、そのうえ幹の燃焼によって発生した炭酸ガスや水蒸気が

に外気へ暗出し、それに伴って外穀内部の中身も幾分へい出したものなどで出来上がったもの

であろう O 然、し乍らその噴出は一瞬の間のことで、次の瞬間は一変して逆煙突となって、外気が中身

へ吸い込まれるので、地表に小丘が出来ていても、孔口付近に打ち抜かれたような外般の破片等が

当たらないのも当然、であろう O

6) 溶岩洞穴の実態について、こ Lに述べたことのほかの点に関する は、既に前記静岡地学第

39骨に し りである O

によって、溶岩洞穴は P破砕口からの進入容気によって

が示されたといってよいであろう(手真 1'"" 3参照)0 

文醸

されていったという

藤村郁雄 (1979): 山における溶岩洞穴の形成過程、静岡地学.39 ， 21 ---33 

3 

な過程


